
二
六
五

第
九
章　

委
員
派
遣
、
報
告
又
は
記
録
の
提
出
要
求
等　
　

（
二
七
八
）

第
九
章　

委
員
派
遣
、
報
告
又
は
記
録
の
提
出
要
求
等

二
七
八　

委
員
を
派
遣
す
る
に
は
、
委
員
派
遣
承
認
要
求
書
を
議
長
に
提
出
す

る

委
員
会
は
、
議
長
の
承
認
を
得
て
、
審
査
又
は
調
査
の
た
め
委
員
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
定
め
で
あ
る
。

委
員
を
派
遣
す
る
に
は
、
委
員
会
に
お
い
て
派
遣
の
目
的
を
定
め
委
員
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
後
、
派
遣
委
員
、

派
遣
地
及
び
派
遣
期
間
の
決
定
を
委
員
長
に
一
任
す
る
の
を
例
と
す
る
。

委
員
長
は
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
委
員
派
遣
承
認
要
求
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
議
長
に
提
出
す
る
。

議
長
の
承
認
を
得
た
後
、
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
委
員
派
遣
変
更
承
認
要
求
書
を
議
長
に
提
出
す
る
。

○
委
員
派
遣
の
基
準
に
関
す
る
議
院
運
営
委
員
会
決
定

第
八
回
国
会
議
院
運
営
委
員
会
（
昭
和
二
十
五
年
七
月
三
十
一
日
）

一　

議
員
の
派
遣
は
、
審
査
又
は
調
査
の
た
め
、
現
地
調
査
を
絶
対
必
要
と
す
る
場
合
に
限
る
。

二　

議
員
の
派
遣
は
、
重
要
な
議
案
の
審
査
等
に
支
障
を
来
さ
な
い
場
合
に
限
る
。

規
第
一
八
〇
条

　
の
二
　
　
　

｢

規
第
八
〇
条 

の
八
」　
　



二
六
六

第
十
回
国
会
議
院
運
営
委
員
会
（
昭
和
二
十
六
年
六
月
四
日
）

一　

派
遣
議
員
の
数
は
、
原
則
と
し
て
一
行
二
人
又
は
三
人
と
す
る
。

二　

各
委
員
会
の
派
遣
班
数
は
、
三
班
以
下
と
す
る
。

三　

派
遣
日
数
は
七
日
以
内
（
派
遣
地
が
遠
隔
の
場
合
は
十
日
以
内
）
と
す
る
。

四　

同
一
議
員
の
派
遣
は
閉
会
中
、
一
回
限
り
と
す
る
。

五　

派
遣
地
に
選
挙
区
（
全
国
区
に
お
い
て
は
出
身
地
）
を
有
す
る
議
員
は
原
則
と
し
て
そ
の
派
遣
に
加
わ
ら
な
い
。

六　

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
使
用
区
分
を
考
慮
し
て
計
画
す
る
こ
と
。

な
お
、
右
の
基
準
中
第
四
項
は
、
第
百
二
回
国
会
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
（
昭
和
六
十
年
五
月
二
十
四
日
）
に
お
い

て
こ
れ
を
改
め
、
常
任
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
各
一
回
、
合
計
二
回
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
決
定
し
た
。
さ

ら
に
、
調
査
会
の
設
置
に
伴
い
、
第
百
五
回
国
会
閉
会
後
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
（
昭
和
六
十
一
年
七
月
十
七

日
）
に
お
い
て
閉
会
中
の
同
一
議
員
の
派
遣
は
、
原
則
と
し
て
常
任
委
員
会
一
回
、
特
別
委
員
会
又
は
調
査
会
一
回
、

合
計
二
回
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
決
定
し
た
。
ま
た
、
第
五
項
は
、
第
二
十
六
回
国
会
議
院
運
営
委
員
会
（
昭

和
三
十
二
年
二
月
十
九
日
）
に
お
い
て
、
廃
止
す
る
こ
と
と
し
、
併
せ
て
選
挙
区
又
は
出
身
地
に
派
遣
す
る
た
め
特
に

委
員
を
変
更
す
る
等
派
遣
の
趣
旨
に
も
と
る
よ
う
な
こ
と
は
厳
に
自
粛
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

第
十
三
回
国
会
議
院
運
営
委
員
会
（
昭
和
二
十
七
年
三
月
十
一
日
）



二
六
七

第
九
章　

委
員
派
遣
、
報
告
又
は
記
録
の
提
出
要
求
等　
　

（
二
七
八
）

各
委
員
長
が
自
主
的
に
従
来
の
議
員
派
遣
要
求
の
取
扱
基
準
を
遵
守
し
、
且
つ
、
本
会
議
運
営
の
状
況
等
を
考
慮
し
て

要
求
す
る
こ
と
と
し
、
議
院
運
営
委
員
会
は
、
そ
の
調
整
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
五
回
国
会
議
院
運
営
委
員
会
（
昭
和
二
十
四
年
四
月
二
十
五
日
）

部
外
及
び
部
内
の
同
行
者
の
人
数
は
、
努
め
て
こ
れ
を
少
数
に
し
、
ま
た
、
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
派
遣
の
報
告
を
速

か
に
行
う
こ
と
。

第
十
八
回
国
会
閉
会
後
の
議
院
運
営
委
員
会
（
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
九
日
）

年
末
年
始
に
か
け
て
、
議
員
の
派
遣
は
行
わ
な
い
こ
と
。

（
注
）
第
四
回
国
会
議
院
運
営
委
員
会
（
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
二
十
三
日
）
及
び
第
十
回
国
会
議
院
運
営
委
員
会
（
昭
和
二
十

五
年
十
二
月
十
五
日
）
に
お
い
て
も
、
同
趣
旨
の
決
定
が
あ
っ
た
。

第
七
回
国
会
閉
会
後
の
議
院
運
営
委
員
会
（
昭
和
二
十
五
年
五
月
四
日
）

参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
の
済
む
ま
で
は
議
員
派
遣
を
行
わ
な
い
。

第
二
十
二
回
国
会
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
（
昭
和
三
十
年
三
月
三
十
一
日
）

地
方
選
挙
を
控
え
た
自
然
休
会
中
の
委
員
派
遣
を
行
わ
な
い
。

第
三
十
五
回
国
会
閉
会
後
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
（
昭
和
三
十
五
年
十
月
十
五
日
）

衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
期
間
中
は
原
則
と
し
て
委
員
派
遣
を
行
わ
な
い
。



二
六
八

参
照　

三
三
五
号

二
七
九　

数
個
の
委
員
会
の
派
遣
委
員
が
合
同
し
て
調
査
を
行
っ
た
例

第
四
十
八
回
国
会
に
お
い
て
、
社
会
労
働
委
員
会
及
び
石
炭
対
策
特
別
委
員
会
は
、
北
海
道
炭
礦
汽
船
株
式
会
社
夕
張

炭
鉱
爆
発
事
故
調
査
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
委
員
を
派
遣
す
る
こ
と
を
議
決
し
、
両
委
員
会
の
派
遣
委
員
は
、
昭
和
四

十
年
二
月
二
十
四
日
及
び
二
十
五
日
の
二
日
間
合
同
し
て
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
他
同
例
が
あ
る
。

参
照　

二
七
八
号

二
八
〇　

審
査
中
の
議
案
に
つ
い
て
関
係
者
等
の
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
、
委

員
派
遣
を
行
っ
た
例

第
十
三
回
国
会
労
働
委
員
会
に
お
い
て
、
労
働
関
係
調
整
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
外
二
件
の
審
査
に
当
た
り
、

昭
和
二
十
七
年
六
月
三
日
札
幌
市
に
お
い
て
、
同
月
六
日
福
岡
市
に
お
い
て
、
ま
た
、
同
月
九
日
京
都
市
に
お
い
て
、



二
六
九

第
九
章　

委
員
派
遣
、
報
告
又
は
記
録
の
提
出
要
求
等　
　

（
二
七
九
―
二
八
一
）

そ
れ
ぞ
れ
関
係
者
等
の
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
、
委
員
派
遣
を
行
っ
た
。

以
後
同
例
が
あ
る
。

第
五
十
回
国
会
日
韓
条
約
等
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
基
本
関
係
に
関
す
る
条
約
等
の

締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
外
三
件
の
審
査
に
当
た
り
、
昭
和
四
十
年
十
一
月
二
十
九
日
大
阪
市
及
び
福
岡

市
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
者
等
の
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
、
委
員
派
遣
を
行
っ
た
。

以
後
同
例
が
あ
る
。

第
八
十
回
国
会
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
昭
和
五
十
二
年
度
一
般
会
計
予
算
外
二
件
の
審
査
に
当
た
り
、
昭
和
五
十
二

年
三
月
二
十
三
日
札
幌
市
、
大
阪
市
及
び
福
岡
市
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
者
等
の
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
、
委

員
派
遣
を
行
っ
た
。

以
後
同
例
が
あ
る
。

参
照　

二
七
八
号

二
八
一　

派
遣
委
員
は
、
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
す
る

派
遣
委
員
は
、
そ
の
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
口
頭
又
は
文
書
を
も
っ
て
委
員
会
に
報
告
す
る
。



二
七
〇

な
お
、
常
任
委
員
会
に
お
い
て
閉
会
中
に
調
査
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
委
員
が
、
次
の
国
会
に
お
い
て
報
告
し
た
例
が
あ

る
。

○
派
遣
委
員
の
報
告
に
関
す
る
議
院
運
営
委
員
会
決
定

第
二
回
国
会
議
院
運
営
委
員
会
（
昭
和
二
十
三
年
一
月
二
十
六
日
）

委
員
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
議
員
は
、
そ
の
結
果
を
委
員
会
に
報
告
し
、
な
お
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
委
員
長
か
ら
議
院

に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

二
八
二　

報
告
又
は
記
録
の
提
出
要
求
に
関
す
る
例

委
員
会
が
、
審
査
又
は
調
査
の
た
め
、
内
閣
、
官
公
署
（
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）
に
対
し
報
告
又
は

記
録
の
提
出
を
求
め
る
に
は
、
理
事
会
の
決
定
に
よ
り
要
求
す
る
場
合
又
は
委
員
会
に
お
い
て
委
員
の
要
求
が
あ
り
こ

れ
に
別
段
異
議
も
な
い
場
合
に
は
、
成
規
の
手
続
を
省
略
し
て
、
委
員
長
か
ら
直
接
こ
れ
を
行
う
の
を
例
と
す
る
が
、

委
員
会
に
お
い
て
議
決
し
、
議
長
を
経
て
こ
れ
を
行
っ
た
例
も
あ
る
。

ま
た
、
委
員
会
が
、
内
閣
、
官
公
署
以
外
の
も
の
に
対
し
報
告
又
は
記
録
の
提
出
を
求
め
る
に
は
、
委
員
会
に
お
い
て

議
決
し
、
議
長
を
経
て
行
う
の
を
例
と
す
る
。

国
第
一
〇
四
条

規
第
一
八
一
条

｢

国
第
五
四
条 

の
四
」　
　

｢

規
第
八
〇
条 

の
八
」　
　



二
七
一

第
九
章　

委
員
派
遣
、
報
告
又
は
記
録
の
提
出
要
求
等　
　

（
二
八
二
、
二
八
三
）

（
注
）
国
が
資
本
金
の
二
分
の
一
以
上
を
出
資
し
て
い
る
法
人
及
び
議
院
に
出
頭
す
る
証
人
等
の
旅
費
及
び
日
当
に
関
す
る
法
律
第
一

条
た
だ
し
書
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
両
議
院
の
議
長
が
協
議
し
て
定
め
る
法
人
（
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。）
に
対
す
る
報
告

又
は
記
録
の
提
出
要
求
に
つ
い
て
は
、
内
閣
、
官
公
署
に
準
ず
る
取
扱
い
で
あ
る
。

参
照　

二
七
〇
号
、
三
三
六
号
、
諸
表
二
〇

二
八
三　

会
計
検
査
院
に
対
し
て
特
定
事
項
の
検
査
の
要
請
を
す
る
に
は
、
会

計
検
査
及
び
そ
の
結
果
の
報
告
要
請
書
を
議
長
に
提
出
す
る

案
件
の
審
査
又
は
調
査
の
た
め
、
会
計
検
査
院
に
対
し
特
定
の
事
項
に
つ
い
て
の
会
計
検
査
及
び
そ
の
結
果
の
報
告
を

求
め
る
に
は
、
委
員
会
に
お
い
て
、
会
計
検
査
及
び
そ
の
結
果
の
報
告
を
求
め
る
事
項
を
決
定
し
、
委
員
長
か
ら
こ
れ

を
記
載
し
た
会
計
検
査
及
び
そ
の
結
果
の
報
告
要
請
書
を
議
長
に
提
出
し
、
議
長
は
文
書
を
も
っ
て
会
計
検
査
院
に
要

請
す
る
。

国
第
一
〇
五
条

規
第
一
八
一
条

　
の
二
　
　
　

会
計
検
査
院
法

　
第
三
〇
条

　
の
三

｢

国
第
五
四
条 

の
四
」　
　

｢

規
第
八
〇
条 

の
八
」　
　




